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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
輝
か
し
い
平

成
二
十
八
年
の
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
よ
り
町
政
運
営
に
対
し
ま
し
て
、
深
い
ご
理
解
と
温
か
い
ご
支

援
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

早
い
も
の
で
、
私
が
町
長
に
就
任
し
て
数
え
る
こ
と
二
回
目
の
新
年
を
迎
え
、

決
意
新
た
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、“
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
”の
創
生
と
好
循
環
を
確
立
す
る
た
め
の「
地

方
創
生
」
が
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
中
、
し
ご
と
を
創
り
、
若
い
世
代

が
安
心
し
て
働
き
、
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
が
で
き
る
環
境
を
実
現
す
る
こ
と

も
重
要
課
題
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
土
庄
町
に
お
き
ま
し
て
も
、

「
ま
ち
の
創
生
」
に
向
け
た
具
体
的
な
施
策
を
盛
り
込
ん
だ
「
土
庄
町
創
生
人

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
議
員
活
動
、
議
会
活
動
に
格
別
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す

こ
と
に
、
議
員
を
代
表
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
土
庄
町
議
会
は
、
昨
年
四
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
統
一
地
方
選
挙
に
よ
っ

て
、
二
名
減
の
十
二
名
の
議
員
が
選
ば
れ
、
議
会
の
構
成
は
新
人
議
員
が
六
名
と

な
り
、
今
ま
で
と
は
違
っ
た
新
鮮
で
活
発
な
流
れ
が
起
こ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
の
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
経
済
政
策
は
、都
市
部
を
潤
し
ま
し
た
が
、

地
方
は
実
感
に
乏
し
い
状
態
が
続
い
て
お
り
、
過
疎
・
高
齢
化
が
急
速
に
進
ん
で

お
り
ま
す
。
こ
の
対
策
と
し
て
政
府
は
「
地
方
創
生
、
一
億
総
活
躍
社
会
」
な
ど

を
発
表
し
、
地
方
の
政
策
と
し
て
、
人
口
減
少
を
抑
制
す
る
独
自
の
人
口
ビ
ジ
ョ

口
ビ
ジ
ョ
ン
」・「
土
庄
町
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。「
ひ
と
」

を
つ
く
り
、
そ
の
「
ひ
と
」
が
「
し
ご
と
」
を
つ
く
り
、
そ
し
て
「
ま
ち
」
を

つ
く
る
と
い
う
長
期
的
視
点
で
人
口
減
少
を
打
破
し
、
地
方
に
お
い
て
持
続
的

発
展
が
可
能
な
社
会
を
構
築
す
る
た
め
、
引
き
続
き
「
安
心
」・「
安
全
」・「
安
定
」

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

新
し
い
年
を
迎
え
、
改
め
て
土
庄
町
の
未
来
に
思
い
を
馳
せ
る
と
き
、
先
人

の
方
々
が
我
々
に
託
さ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
を
、
成
熟
か
ら
更
な
る
発
展
の
軌
道

に
乗
せ
て
次
の
世
代
へ
と
紡
い
で
い
く
た
め
、
よ
り
一
層
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ

た
、
着
実
、
堅
実
な
施
策
の
実
施
を
強
く
決
意
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
の
干
支
で
あ
る
「
申
」
に
は
「
伸
ば
す
」
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て

お
り
、
草
木
が
伸
び
、
果
実
が
成
熟
し
て
い
く
時
期
を
指
す
と
も
い
わ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

わ
が
町
に
と
り
ま
し
て
も
、
成
熟
か
ら
発
展
へ
、
そ
し
て
燦
々
と
輝
く
明
る

い
未
来
の
創
造
に
向
け
て
、
全
身
全
霊
全
力
で
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

よ
り
一
層
の
ご
支
援
、
ご
理
解
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ど
う
か
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
康
で
笑
顔
が
輝
く
素
晴
ら

し
い
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
土

庄
町
に
と
り
ま
し
て
、
次
へ
の
発
展
に
向
け
て
ス
タ
ー
ト
す
る
飛
躍
の
年
と
な

り
ま
す
よ
う
念
願
し
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ン
と
地
域
の
活
力
を
高
め
る
た
め
の
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

の
策
定
を
促
し
て
お
り
ま
す
。

　

土
庄
町
は
、
し
ご
と
の
創
生
・
ひ
と
の
創
生
・
ま
ち
の
創
生
を
目
指
し
た
地
方

版
総
合
戦
略
を
策
定
し
、
最
初
の
大
き
な
事
業
と
し
て
地
方
創
生
交
付
金
を
活
用

し
た
植
物
（
野
菜
）
工
場
の
実
用
化
試
験
を
、
理
化
学
研
究
所
・
香
川
県
・
慶
応

大
学
な
ど
と
連
携
し
て
進
め
る
計
画
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
第
三
回
の
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
が
三
月
か
ら
開
催
に
な
り
、
新
し
い
作

品
も
加
わ
り
、
来
島
者
の
予
測
は
十
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。
受
け
入
れ
の
た
め

の
宿
泊
施
設
や
食
事
場
所
や
交
通
網
の
整
備
が
必
要
で
す
。

　

一
方
、
小
学
校
、
消
防
署
、
病
院
の
建
設
に
多
額
の
費
用
を
使
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
学
校
跡
地
の
活
用
を
は
じ
め
、
病
院
、
高
校
の
跡
地
、
一
般
廃
棄
物
処
理

施
設
整
備
等
に
つ
い
て
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

多
く
の
課
題
と
厳
し
い
財
政
状
況
の
も
と
、
私
た
ち
議
員
は
責
務
の
再
認
識
と

意
識
改
革
を
お
こ
な
い
、
町
民
に
と
っ
て
誇
れ
る
町
、
住
み
よ
い
魅
力
あ
ふ
れ
る

町
の
発
展
に
向
け
引
き
続
き
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ど
う
か
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
康
に
も
十
分
に
ご
留
意
さ

れ
、
本
年
が
最
良
の
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
町
議
会

を
代
表
し
て
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

「
光
輝
く
明
る
い
未
来
の

創
造
に
向
け
て
」

土
庄
町
長　
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年
頭
に
あ
た
っ
て
」

土
庄
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土庄町に
お住まい
の皆様へ

作品鑑賞パスポート【優待】販売申込のご案内
　瀬戸内国際芸術祭実行委員会では、「瀬戸内国際芸術祭 2016」の会期中、芸術祭の作品を鑑賞できる
作品鑑賞パスポートを5,000円（前売4,000円）で販売しています。
　※１作品1回限り有効／地中美術館、豊島美術館については別途1,000円が必要
土庄町にお住まいの皆さまに作品パスポートを2,000円の優待価格で販売いたします。
　※町外にお住まいの方は、優待購入できませんのでご了承ください。

作品鑑賞パスポート【優待販売詳細】
〔 価　　格 〕一般／2,000円（お一人様１枚まで）
〔 受付期間 〕１月12日㈫～２月12日㈮
〔 受付場所 〕町役場商工観光課、各地区公民館、中央図書館
〔 配布時期 〕３月上旬　申し込みされた受付場所にて、代金と引換えに島民
　　　　　　パスポートをお渡しします。
※注意事項　•土庄町に住民票のある方に限り販売します。
　　　　　　•高校生は、開幕までに各学校を通じてパスポート無料引換券を配布します。
　　　　　　　高校生：平成28年度に香川県・岡山県の高等学校、高等専門学校（1～3年）、
　　　　　　　　　　　特別支援学校高等部に在籍する生徒
　　　　　　•中学生以下は無料です。
　　　　　　•お住まいの島の作品については、無料で鑑賞できます。

【問い合わせ先】島民優待パスポートの申込受付について：町役場商工観光課　　　☎62-7004
　　　　　　　 瀬戸内国際芸術祭について：瀬戸内国際芸術祭実行委員会事務局　☎087-813-0853
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◆と　き／1月17日㈰
◆ところ／中央図書館　多目的室
◆予　定／13時35分〜15時

　　　講演会「−私が巡りあった−放哉を愛した人々」
　　　　　　 日本放哉学会会員　小 山 貴 子 先生
　　　　　15時10分〜16時10分

　　　座談会「私の好きな放哉句」
◆申込・問い合わせ先／小豆島尾崎放哉記念館　☎62-0037（※水曜日は休館日）

生涯学習課からのお知らせ

尾崎放哉生誕記念行事を開催します !!
　芥川賞受賞作家であり、お笑い芸人のピースの又吉直樹さんも大好きな自
由律俳人の尾崎放哉は明治18年1月20日に生まれました。
　今年も誕生日に合わせ〝放哉講話″と題した講演会を次のとおり開催します。
　今回は女性の目線から尾崎放哉を愛した人々について、また放哉が愛され
た理由について語っていただきます。その後、パネリスト6名に講師の先生
を交えて放哉句について座談会を開催します。ぜひ、この機会にご参加くだ
さい。



大会長　三枝町長

〈 あめ湯接待 〉
土庄町婦人会

〈 そうめん無料接待 〉
土庄町商工会青年部

〈 弁当引換所 〉
ボーイスカウト

ゲストランナー
山口　衛里さん

選手宣誓
柚　佳典さん

フルマラソン男子
順　位 ゼッケン 氏　名 タイム 出　身 年齢

1 1121 東田　　薫 2:29:39 大阪府 28

2 1141 時谷　勇介 2:37:26 愛媛県 30

3 2365 吉田　隆太 2:38:58 岡山県 35

最高齢者 4035 村田　常吉 4:52:12 高知県 78

フルマラソン女子
順　位 ゼッケン 氏　名 タイム 出　身 年齢

1 5002 村上　史恵 2:58:09 愛媛県 33

2 5022 山上　紀子 3:10:20 愛媛県 37

3 5001 松尾　優子 3:12:49 香川県 37

最高齢者 7017 谷兼志津枝 4:53:22 大阪府 72

ハーフマラソン男子
順　位 ゼッケン 氏　名 タイム 出　身 年齢

1 8059 津村　光紀 1:14:38 香川県 28

2 9116 明石　隆之 1:17:06 岡山県 48

3 10200 藤澤　　寛 1:17:41 香川県 50

最高齢者 11028 村中　貞男 2:11:02 香川県 81

ハーフマラソン女子
順　位 ゼッケン 氏　名 タイム 出　身 年齢

1 13071 應武　葉子 1:30:45 岡山県 46

2 12051 山崎　美穂 1:35:07 岡山県 30

3 13069 野上　美香 1:36:35 岡山県 48

最高齢者 14047 末広　公乃 2:36:22 香川県 73

 10㎞マラソン男子
順　位 ゼッケン 氏　名 タイム 出　身 年齢

1 15123 高井　俊治 0:33:51 徳島県 29

2 15081 二宮　樹里 0:34:19 香川県 26

3 15013 佐野　旅人 0:34:24 香川県 35

最高齢者 15141 寺嶋　　洸 1:35:11 三重県 83

 10㎞マラソン女子
順　位 ゼッケン 氏　名 タイム 出　身 年齢

1 16077 西田　和代 0:42:27 愛媛県 36

2 16076 竹安あずさ 0:44:14 香川県 29

3 16069 永田知栄子 0:44:43 香川県 54

最高齢者 16133 野口　鶴子 1:35:19 徳島県 77

区　　分 出走者数 完走者数

男
子
フ
ル

25～34歳 105 88
35～49歳 407 369
50～65歳 301 282

66歳～ 56 52
女
子
フ
ル

25～39歳 37 29
40～55歳 71 67

56歳～ 14 12
フル小計 991 899

男
子
ハ
ー
フ

25～34歳 151 151
35～49歳 344 344
50～65歳 251 250

66歳～ 61 59
女
子
ハ
ー
フ

25～39歳 93 93
40～55歳 115 115

56歳～ 46 46
ハーフ小計 1,061 1,058
男子10㎞ 366 365
女子10㎞ 214 214
10㎞小計 580 579
合　　 計 2,632 2,536

ご協力いただいた皆さんいつもありがとうございます！
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　11月29日、第36回瀬戸内海タートル・フルマラソン全
国大会が開催され、全国から集まった2,632人のタートルラ
ンナーが晩秋の小豆島を駆け抜けました。
　開会式では、今年もゲストとしてお越しいただいた元オリ
ンピック女子マラソン日本代表の山口衛里さんの挨拶のほか、
土庄町合併60周年記念にちなんで12月に60歳になる柚佳
典さんによる選手宣誓が行われました。
　今大会の完走者は2,536人。スタッフや参加者の待ち受け
るゴールでは、ランナーたちが完走の喜びで笑顔を見せてい
ました。走る人、応援する人、参加したすべての人に爽やか
な感動を与えてくれるタートル・フルマラソン。この感動を
あなたも来年味わってみませんか。

　土庄町体育協会をはじめ、土庄町商工会青年部、土庄町婦人会、ボーイ
スカウト、土庄高等学校、流通科学大学などの各団体、また沿道の皆さん
の心あたたまるご支援をいただき、無事大会を終了することができました。
ありがとうございました。

第36回瀬戸内海タートル・
フルマラソン全国大会 開催 !!

参加者成績（上位3位・最高齢完走者）

参加者数
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香
川
県
警
察
本
部
交
通
部

交
通
規
制
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

オ
リ
ー
ブ
大
橋
西
詰
の
信
号
機
交
差
点

の
運
用
が
歩
車
分
離
式
信
号
に
変
更
と
な

り
ま
す
。

　

歩
車
分
離
方
式
信
号
と
は
、
車
両
と
歩

行
者
を
分
け
て
通
行
さ
せ
る
方
式
で
、
押

し
ボ
タ
ン
が
押
さ
れ
た
時
の
み
歩
行
者
が

青
に
な
り
ま
す
。

　

運
用
変
更
の
時
期
は
、
２
月
15
日
を
予

定
し
て
い
ま
す
が
、
当
該
交
差
点
に
は
事

前
に
周
知
看
板
な
ど
を
設
置
す
る
予
定
で

す
。
運
転
者
（
四
輪
・
二
輪
な
ど
）・
歩
行

者
の
方
々
は
、
そ
れ
ぞ
れ
灯
器
に
従
っ
て

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

香
川
県
警
察
本
部
交
通
部
交
通
規
制
課

　

☎
０
８
７-

８
３
３-

０
１
１
０

総務課からのお知らせ

マイナンバーの提示のお願い
  1月から、マイナンバーの利用が税・社会保障・災害対策の分野で始まります。これにより、次の手続き
で窓口でのマイナンバーの提示が必要になります。提示することで、これまで手続きに必要だった添付書類
が不要になる場合があります。　　　
　マイナンバーを提示する際には、マイナンバーが確認できる書類（通知カー
ド、個人番号カードなど）が必要です。手続きによっては、マイナンバーが確
認できる書類のほかに公的身分証明書等（運転免許証や保険証など）が必要な
場合もありますので、詳しくは手続きを行う担当課にお問い合わせください。
　なお、住民票コードの取り扱いについては、従来どおり変更はありません。

※住民税申告は、平成28年1月1日以降の収入に係る申告から必要です。
※法人町民税申告は、平成28年1月1日以降に開始する事業年度に係る申告から必要です。

　全国でマイナンバー制度をかたり、個人情報を聞きだそうとする不審な電話や訪問が相次いでいま
す。行政機関がマイナンバー制度を理由として、電話や訪問により個人情報の聞き取りや手続きを求
めることはありませんので、そのような不審な電話や訪問などがありましたら、警察や役場へご連絡
ください。

マイナンバー総合フリーダイヤル　0120-95-0178（無料）
 （平日9時30分～22時、土日祝9時30分～17時30分）

不正な勧誘や個人情報の取得に注意してください

担　当　課 マイナンバーの提示が必要となる手続き

福祉課
☎62-7002

国民健康保険・介護保険に係る資格や給付の申請
後期高齢者医療に係る申請
障害者手帳、自立支援医療の申請
障害者総合支援法に係るサービスの申請
医療費助成の申請（ひとり親、重度心身障害者、子ども医療、未熟児養育医療）
各種手当の申請（児童手当、児童扶養手当、特別児童扶養手当など）
生活保護の申請
戦没者等の遺族に対する特別弔慰金の申請

健康増進課
☎62-1234

妊娠の届出
低体重児の届出

税務課
☎62-7001

町税に関する申告書（住民税、法人町民税については、※をご覧ください。）
町税の減免申請

押しボタン押下時
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の 家計簿
　平成26年度一般会計および特別会計の決算が町議会12月定例会において、認定されました。
　皆さまに納めていただいた大切な税金等がどのように使われたのかなど、町の決算の概要
をお知らせします。

・自 主 財 源 …………… 町が自主的に収入することができる財源
・依 存 財 源 …………… 国や県から交付されたり、割り当てられたりする財源
・繰　 入　 金 …………… 他の会計や基金から繰り入れるお金
・繰　 越　 金 …………… 前年度から今年度に持ち越したお金
・国・県支出金 …………… 国や県が認めた特定の事業に対し、交付されるお金
・町　　　　債 …………… 公共施設の建設などで多額の資金が必要な場合に借り入れるお金
・地 方 交 付 税 …………… 国が徴収した税金のうち、地方公共団体間の財源の均衡化と標準的行政水準を維持するための

財源を保障する目的で、財源不足の団体のみに交付されるお金
・地 方 譲 与 税 …………… 国税として徴収し、地方公共団体に一定の割合で配分されるお金
・分担金および負担金 …… 事業に必要な経費を、その受益者に負担していただくお金（保育料など）
・使用料および手数料 …… 使用料は公共施設を使用した場合に負担していただくお金
　　　　　　　　　　　　　手数料は特定の行政サービスに対し、負担していただくお金（住民票の交付手数料など）

用 語 解 説

　平成26年度一般会計決算の歳入総額は、対前年度比6.5％増の87億9,003万
円、歳出総額は、10.8% 増の83億7,784万円となり、歳入歳出差引額（形式収支）
は4億1,219万円の黒字となりました。

町　税
15億6,323万円

（17.8%）
町　債

8億5,291万円
（9.7%）

県支出金
　6億4,172
　　　万円

　　　（7.3%）

国庫支出金
11億9,151万円

（13.6%）

地方交付税
28億5,033万円

（32.4%）

繰 入 金　5億7,545万円（6.5%）

分担金および負担金　1億3,780万円（1.6%）
繰　越　金　　　　　1億3,670万円（1.6%）
諸 収 入　　　　　1億120万円（1.1%）
寄　附　金　　　　　 　 2,817万円（0.3%）

地方消費税交付金      1億7,943万円（2.0％）
地 方 譲 与 税            　　5,559万円（0.6％）
配当割交付金　　　　　 1,462万円（0.2％）
自動車取得税交付金　　　 　      748万円（0.1％）
株式譲渡所得割交付金　  　730万円（0.1％）
利子割交付金　　　　　　 505万円（0.1％）
地方特例交付金　　　　　　243万円（0.0％）
交通安全対策特別交付金　 141万円（0.0％）

※町税収入の内訳
　固定資産税　　　7億3,733万円
　　町 民 税　　　6億3,328万円
　　　たばこ税　   1億1,764万円
　　　　軽自動車税　　4,605万円
　　　　　入 湯 税　　2,893万円

使用料および手数料
2億1,842万円（2.5%）

財 産 収 入
2億1,928万円（2.5%）

33.9
%66.1

%

一般会計
歳入内訳
87億

9,003万円

自依存 主
財
源

財
源
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決算報告
平成26年度 土庄町

会　　計　　名 歳　入 歳　出
一　般　会　計 8,790,031 8,377,843

特　
　

別　
　

会　
　

計

簡易水道事業 61,503 53,132
国民健康保険事業 2,199,840 2,083,705
港湾整備事業 30,486 103,385
宅地造成事業 90,061 168,751
大 鐸 財 産 区 11,982 10,485
農業集落排水事業 22,984 22,984
介護保険事業 1,721,049 1,666,302
福祉サービス事業 106,860 106,860
後期高齢者医療事業 225,337 225,263 

小　　計 4,470,102 4,440,867

企
業
会
計

水 道 事 業 455,386 348,024
病 院 事 業 1,805,833 1,779,200

小　　計 2,261,219 2,127,224
合　　　　計 15,521,352 14,945,934

・議 会 費 … 議会の活動に要するお金
・総 務 費 … 人事、企画、財政、徴税、戸籍、選挙、統計、他部門に分類

されない事業などに要するお金
・民 生 費 … 高齢者福祉、児童福祉、障害者福祉などの事業に要するお金
・衛 生 費 … 保健、環境衛生、ごみ・し尿処理などの事業に要するお金
・労 働 費 … 労働者福祉の事業に要するお金
・農林水産業費 … 農林水産業の振興、鳥獣害対策、漁港などの事業に要するお金
・商 工 費 … 商工業振興、観光振興などの事業に要するお金
・土 木 費 … 道路、港湾、河川、都市計画などの事業に要するお金
・消 防 費 … 火災、救急、風水害、地震などの事業に要するお金
・教 育 費 … 学校教育、生涯学習、スポーツ振興などの事業に要するお金
・公 債 費 … 町債（町の長期借入金）を返済するお金（元金と利子）

用 語 解 説

町民１人に使われたお金
（住民基本台帳人口 平成27年3月31日現在 14,857人）

民生費　125,045円 総務費 56,013円 教育費 126,788円

公債費　53,701円 衛生費　85,827円 土木費　46,136円

消防費　25,636円 農林水産業費　　
　　  23,931円

商工費　8,677円

議会費　6,324円
労働費　3,618円
災害復旧費
　　　 2,203円

　

　　　563,899円

各 会 計 決 算 額
（単位：千円）

総支出額
（1人当たり）

　　　民生費
　　18億
　5,780万円
（22.2%）

総務費
8億3,219万円
（9.9%）

人件費11億
4,995万円
（13.7%）

　補助費等
　　15億
6,676万円

（18.7%）

公債費
7億9,783万円
（9.5%）

衛生費
12億7,513万円

（15.2%）

労働費5,376万円（0.6%）
農林水産業費
3億5,554万円
（4.3%）

商工費1億
2,892万円
（1.5%）

土木費
6億
8,544万円
（8.2%）

消防費
3億
8,087万円
（4.6%）

災害復旧費
3,273万円
（0.4%）

公債費
7億
9,783万円
（9.5%）

　教育費
　18億
　 　8,368万円
　　　　（22.5%）

物件費
10億8,852万円
（13.0%）

繰出金
8億
2,978万円
（9.9%）

扶助費
7億6,981万円
（9.2%）

貸付金5,320万円（0.6%）

（目的別）
一般会計
歳出内訳
83億

7,784万円

（性質別）
一般会計
歳出内訳
83億

7,784万円

災害復旧費3,274万円
（0.4%）

投資および出資金
　600万円（0.1%）

維持補修費7,924万円（1.0%）
積立金5,304万円（0.6％）

議会費9,395万円（1.1%）

普通建設事業
　　19億
　　　5,097万円
　　　　（23.3%）
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冬
に
な
る
と
水
道
管
の
中
の
水

が
凍
っ
て
出
な
く
な
っ
た
り
、
水

道
管
が
破
裂
し
た
り
す
る
事
故
が

起
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◦
露
出
し
て
い
る
水
道
管　
　
　

◦
風
当
た
り
が
強
く
、
日
か
げ
に

　

あ
る
水
道
管

◦
北
向
き
に
あ
る
水
道
管

◦
屋
外
に
あ
る
水
道
管

◦
水
道
管
の
防
寒

　

毛
布
や
布
、
保
温
材
な
ど
で
図

の
よ
う
に
巻
き
、
そ
の
上
か
ら
濡

れ
な
い
よ
う
に
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
で

巻
い
て
く
だ
さ
い
。

◦
メ
ー
タ
ー
器
の
防
寒

　

古
い
毛
布
や
布
ぎ
れ
、
く
だ
い

た
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
を
ビ

ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
、
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
内
に
つ
め
て
保
温
し
て

く
だ
さ
い
。　

　

元
栓
（
止
水
栓
、
バ
ル
ブ
）
を

し
め
て
、
破
裂
し
た
と
こ
ろ
に

布
、
テ
ー
プ
を
し
っ
か
り
巻
き
つ

け
て
、
最
寄
り
の
指
定
工
事
業
者

へ
修
繕
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　

水
道
水
の
安
全
性
を
確
認
し
、

よ
り
安
心
し
て
飲
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
水
質
検
査
結
果
お

よ
び
検
査
計
画
を
公
表
し
て
い
ま

す
。
ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
、
町

役
場
水
道
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

町
役
場
水
道
課

　
　
　
　
　

☎
６
２-

７
０
０
９

　

香
川
県
内
の
多
く
の
水
道
施
設

は
、
稼
動
後
、
既
に
40
年
か
ら
50

年
以
上
経
過
し
、
そ
の
多
く
が
更

新
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
人
口
減
少
に
よ
る
給
水

量
の
減
少
に
伴
う
収
益
の
減
少
や

技
術
力
確
保
の
問
題
、さ
ら
に
は
、

渇
水
対
策
な
ど
、
県
内
の
水
道
事

業
者
は
、
様
々
な
共
通
す
る
課
題

を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
香
川
県
内
の
水
道

事
業
お
よ
び
水
道
用
水
供
給
事
業

に
お
け
る
経
営
の
合
理
化
お
よ
び

業
務
の
効
率
化
を
推
進
す
る
こ
と

で
、
給
水
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図

り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安
全
な
水

道
水
を
安
定
的
に
供
給
す
る
た

め
、
香
川
県
広
域
水
道
事
業
体
設

立
準
備
協
議
会
を
平
成
27
年
４
月

に
設
置
し
、
こ
れ
ま
で
に
２
回
の

会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
活
動
が
「
か
が
わ

の
水
」
サ
イ
ト
（http://w

w
w

.
pref.kag

aw
a.jp/

ka
n

kyo
/m

izu
/

jyunbikyougikai.
htm

）
に
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
給
水
量
、
給
水
収
益
の
減
少

○
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
大
量
更

新
が
必
要

○
施
設
の
耐
震
化
が
全
国
平
均
を

大
き
く
下
回
っ
て
い
る

○
施
設
整
備
水
準
や
水
道
料
金
に

市
町
間
で
格
差

○
今
後
10
年
間
で
約
半
数
の
職
員

が
定
年
退
職

○
給
水
量
、
給
水
収
益
の
減
少
を

踏
ま
え
た
業
務
の
効
率
化
、
施

設
の
最
適
化
に
よ
る
経
営
基
盤

の
強
化

○
施
設
の
計
画
的
な
更
新
と
早
急

な
耐
震
化

○
施
設
整
備
水
準
や
水
道
料
金
な

ど
サ
ー
ビ
ス
の
平
準
化

○
危
機
管
理
体
制
の
整
備

○
職
員
数
の
最
適
化
と
技
術
力
の

継
承

特
に
凍
り
や
す
い
水
道
管

水
道
管
の
凍
結
を
防
ぐ
に
は

水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き

水
道
水
の
水
質
検
査
結
果

お
よ
び
検
査
計
画
の
ご
案
内

水
道
管
に
も
冬
じ
た
く
寒
さ
は
水
道
管
の
大
敵
で
す
。

早
め
に
防
寒
の
準
備
を
し
ま

し
ょ
う
！

水
道
事
業
の
広
域
化
に
つ
い
て

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

町
役
場
水
道
課

　
　
　
　
　

☎
６
２-

７
０
０
９

布、毛布
+

ビニール

保湿剤
発泡スチロール
やウレタン

かがわの水 検 索

県
内
水
道
事
業
者
の
現
状

今　

後　

の　

課　

題
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税
務
課　

課
長　

笹
山　

恵
子

「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
」

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
日
頃
の
町
税
務
行

政
へ
の
ご
理
解
、
ご
協
力
に
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
皆
さ
ん
は
、
税
務
課

と
耳
に
さ
れ
る
と
、「
税
金
集
め

よ
る
と
こ
ろ
や
。
で
も
、な
ん
で
、

税
金
払
わ
な
あ
か
ん
の
や
ろ
う

…
」
と
い
う
こ
と
が
浮
か
ぶ
と

思
い
ま
す
。

　

な
ぜ
、
税
金
を
払
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
？
そ
れ
は
、

国
民
の
義
務
だ
か
ら
？
も
ち
ろ

ん
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん

が
納
め
る
税
金
に
は
、
と
て
も

大
切
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
私
た
ち
が
皆
さ
ん
か
ら

税
金
を
お
預
か
り
し
て
い
る
の

で
す
。

　

税
務
課
で
は
、
町
民
税
や
固

定
資
産
税
を
始
め
と
す
る
７
種

類
の
税
金
等
を
賦
課
、
徴
収
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
税
金
は
、

道
路
の
整
備
や
ご
み
の
収
集
、

処
分
、
医
療
や
介
護
な
ど
の
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
小
・
中

学
校
等
の
運
営
な
ど
の
経
費
と

し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
税
金
の
大
切
な
役

割
と
は
、
皆
さ
ん
の
生
活
に
直

結
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

の
た
め
の
原
資
と
な
る
こ
と
な

の
で
す
。
税
金
が
き
ち
ん
と
集

め
ら
れ
な
い
場
合
、
当
然
提
供

さ
れ
る
べ
き
行
政
サ
ー
ビ
ス
に

影
響
が
出
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

そ
ん
な
こ
と
が
起
こ
ら
な
い
よ

う
、
税
務
課
で
は
、
正
し
い
賦

課
と
適
正
な
徴
収
に
日
々
努
め

て
い
ま
す
。

　

正
し
い
賦
課
に
は
、
皆
さ
ん

の
正
し
い
申
告
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
住
民
税
の
基
礎
と
な
る
確

定
申
告
（
住
民
税
申
告
）
や
、

住
宅
の
新
築
や
取
り
壊
し
、
軽

自
動
車
の
登
録
や
廃
車
の
届
出

な
ど
、
皆
さ
ん
か
ら
の
申
告
や

届
出
が
な
け
れ
ば
、
正
し
い
賦

課
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
税

金
を
滞
納
し
た
場
合
に
は
、
法

律
に
基
づ
い
て
、
滞
納
処
分
を

せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

土
庄
町
の
豊
か
な
未
来
と
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
、
今
後
と
も
、
正
し
い

申
告
と
納
税
に
、
さ
ら
な
る
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

は
い
。
こ
ち
ら
土
庄
町
役
場

　
　
　
　
　
　
○
○
課
で
す
。

　香川県障害福祉相談所による身体障害者巡回相
談が次のとおり行われます。この相談は予約制と
なっておりますので、相談を希望される方は事前に
お申し込みください。
◆と　き／1月26日㈫　14時30分～15時30分
◆ところ／イマージュセンター
　　　　　（小豆島町農村環境改善センター）
◆対象者／身体障害者手帳をお持ちの方
　　　　　または難病患者等
◆内　容／補装具の交付・修理に関すること
　　　　　肢体不自由（整形外科）
　　　　　聴覚音声言語（耳鼻咽喉科）
◆相談料／無料
◆申込期限／1月18日㈪まで
◆申込・問い合わせ先／町役場福祉課
　　　　　　　　　　　　☎62-7002

　香川県国民年金基金では、国民年金基金について
の相談会を開催します。自営業やフリーで働く人が
国民年金の上乗せ年金として加入できる国民年金
基金の特長とメリットをご説明します。
◆と　き／1月20日㈬　10時～16時
◆ところ／町役場　2階第1会議室
◆相談員／香川県国民年金基金職員
◆申込・問い合わせ先／香川県国民年金基金
　　　　　　　　　　　　☎0120-65-4192

福祉課からのお知らせ

身体障害者巡回相談のご案内

香川県国民年金基金による年金相談会

食のイベント企画2016
　明けましておめでとうございます！早いもので
豊島に移住して半年が過ぎました。
　昨年、豊島の方には、穴子の海苔巻きやタコ飯、
郷土料理の黒豆ご飯や呉汁など、島の食材を使っ
た料理を教えていただきました。また小豆島では、
オリーブの新漬けやオリーブオイルを使ったピザ
作りを習い、豊島産食材ごはんの会として公民館で
オリーブ料理教室を開きました。今年も「美味しい
地元の食で人をつなぐ交流の場」として楽しいワー
クショップやイベントを企画していきたいと思い
ます。
　さて、3月からは瀬戸内国際芸術祭が始まります。
今回のテーマは「食とアート」。昨年6月から瀬戸
内の食について学ぶ「食のフラム塾」を受講し、い
よいよ今月で終了予定です。豊島チームでは地域の
食材を活用し、島の人と外から来る人がつながる
マーケットを企画中です。小豆島チームの皆さんも

いろいろなプロジェクトを
企画していて、とても楽し
いことになりそうです！島
を訪れた方々に一人でも多
く、地元の食の豊かさや自
然と共存する暮らしの素晴
らしさを伝えていきたいと
思います。

Slow Island〜島の豊かな食と暮らし発見伝〜

地域おこし協力隊コーナー第4回

◀唐櫃地区で ｢からと屋｣ という
　小さな市を行いました！
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これまでの
介護予防訪問介護（ホームヘルプ）
介護予防通所介護（デイサービス）

介護予防・生活支援サービス事業
◆対象者
　要支援1・2
　基本チェックリスト該当者（要支援者
　相当）
◆事業内容
　掃除や洗濯、機能訓練などの日常生活
　上の支援、栄養改善を目的とした配食、
　安否確認、ケアマネジメントなど

　これまでの
　介護予防事業（一次予防事業）
　介護予防事業（二次予防事業）

一般介護予防事業
◆対象者
　65歳以上の第1号被保険者
◆事業内容

支援を要する方の把握や介護予防に関
する普及・啓発、地域住民の育成・支
援、事業評価、リハビリテーション活
動支援事業など

総務課からのお知らせ

福祉課からのお知らせ

土庄町入札参加資格審査申請書の
追加受付について

　平成28年度の土庄町入札参加資格申請書の追加
受付を次のとおり実施します。
◆業務区分／建設工事
　　　　　　測量・建設コンサルタント業務
◆申込期間／2月9日㈫～16日㈫
　　　　　　10時～12時、13時～15時
　　　　　　（土・日曜日、祝日を除く）
◆提出場所／町役場　2階第1会議室
◆提出方法／持参のみ受付
◆様　　式／土庄町ホームページからダウンロード
　　　　　　できます。

http://www.town.tonosho.kagawa.jp/
tns/info1172.html

　※申請要領を確認の上、必要書類や申請書類を提
　　出してください。

【問い合わせ先】町役場総務課　☎62-7000

消防団員応援制度が始まりました！
　「消防団員応援制度」が1月
1日から始まりました。この
制度は消防団活動への理解を
得るとともに消防団員の入団
を促進し、地域防災力の向上

を目指すためのものです。消防団員が県内の登録事
業所の店頭などで会員証を提示することで、各種優
遇サービスの提供を受けることができます。
　登録事業所の募集 
　消防団員応援制度にご協力いただける事業所を募
集しています。登録をご希望される事業所は町役場
総務課までお問い合わせください。
　県内の登録事業所数　約3,000軒（12月末時点）
　登録事業所の確認方法
　香川県ホームページで確認できます。

http://www.pref.kagawa.lg.jp/content/dir2/
dir2_5/dir2_5_1/wkkdpk150324160827.shtml

【問い合わせ先】町役場総務課　☎62-7000

『介護予防・日常生活支援総合事業』を実施します
　団塊の世代が75歳以上となる平成37年（2025年）に向け、早期に地域包括ケアシステムを構築するこ
とを目的として、平成28年４月から、『介護予防・日常生活支援総合事業』を実施します。
　また、事業の実施に伴い、主に自立の方を対象とした「軽度生活援助事業（ホームヘルプ）」および「生
きがい活動支援通所事業（デイサービス）」を平成28年3月31日付けで廃止します。
　利用者および事業者の皆さまには、ご理解とご協力をよろしくお願いします。

《 介護予防・日常生活支援総合事業 》

【問い合わせ先】町役場福祉課　☎62-7002

※一部廃止
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　明けましておめでとうございます。今年は、統合に向
けて急ピッチで準備を進めていかねばならない1年です。
皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いします。
統合高校の校名案が示されました
 「香川県立小豆島中央高等学校」

  この度、皆さまの関心が大変高かった統合高校の校名
案が県教育委員会から示されました。今後、県議会での
議論を経て、早ければ３月には正式に校名が決定される
こととなります。校名が決定された後には、校歌、校章、
校訓などの制定に向けて作業が進められていきます。島
の子どもたちの夢が実現できる活気ある学校を作ってい
きますので、今までどおりご協力、ご支援をお願いします。
28年度入学生の定員が決定しました

　統合高校第２期生にあたる28年度入学生の定員が次
のとおり発表になりました。今まで以上に両校の交流を
深め、統合に向けて準備していきますので、中学校３年
生の皆さん、ぜひ島の高校を受検してください。一緒に
過ごせる日を心待ちにしています。

問い合わせ先
　統合高校に関するご意見やご質問はこちらのアドレス
までお願いします。
　syodoh02@kagawa-edu.jp
　　土庄高校・小豆島高校
　　担当 主幹教諭：塩田　☎62-1388

統合高校情報室

　

年
末
年
始
あ
た
り
に
な
る
と
、

そ
ろ
そ
ろ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流

行
が
心
配
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
例
年
、
小
豆
島
で
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
本
格
的
に
流
行
す
る
の

は
、
年
末
年
始
の
人
の
出
入
り
が

あ
っ
て
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
の
、

こ
れ
か
ら
の
時
期
で
す
。

　

毎
年
、
学
校
や
園
と
い
っ
た
集

団
を
中
心
に
流
行
す
る
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
。
感
染
ル
ー
ト
は
、
唾
液

や
痰
な
ど
の
飛
沫
感
染
で
す
。
手

を
介
し
て
、
鼻
や
口
な
ど
の
粘
膜

か
ら
入
り
ま
す
。

　

予
防
す
る
た
め
に
は
、
手
洗
い

が
一
番
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
日
ご

ろ
か
ら
の
十
分
な
睡
眠
と
食
事
も

大
切
。
正
し
く
マ
ス
ク
を
す
る
こ

と
も
有
効
で
す
。
予
防
接
種
は
、

重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
発

熱
し
て
す
ぐ
受
診
し
検
査
し
て

も
、
は
っ
き
り
し
な
い
こ
と
が
多

い
で
す
。
発
熱
と
風
邪
症
状
で
あ

れ
ば
、
水
分
を
と
っ
て
一
晩
ゆ
っ

く
り
安
静
に
し
て
か
ら
受
診
し
て

も
遅
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
普
通
の

経
過
で
あ
れ
ば
自
然
に
治
癒
し
ま

す
。

　

注
意
し
た
い
の
は
、
ぐ
っ
た
り

し
て
呼
び
か
け
に
反
応
が
な
い
、

け
い
れ
ん
し
た
、
意
味
不
明
な
こ

と
を
言
う
、
状
況
に
あ
わ
な
い
こ

と
を
す
る
（
自
分
の
指
を
食
べ
よ

う
と
か
じ
る
な
ど
）、
幻
覚
が
見

え
る
よ
う
な
訴
え
、
異
常
に
お
び

え
る
な
ど
、
い
つ
も
と
様
子
が
違

う
よ
う
な
場
合
で
す
。
こ
の
よ
う

な
症
状
が
あ
れ
ば
、
早
め
に
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

  

薬
は
、
ウ
イ
ル
ス
に
直
接
効
果

の
あ
る
薬
と
、
症
状
を
や
わ
ら
げ

る
た
め
の
薬
と
が
あ
り
ま
す
。
必

ず
し
も
必
要
で
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
薬
が
処
方
さ
れ
た
ら
、
途

中
で
中
止
す
る
こ
と
な
く
指
示
通

り
使
い
き
っ
て
く
だ
さ
い
。
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
発
熱
後
5
日
、

か
つ
解
熱
し
て
か
ら
2
日
（
未
就

学
の
お
子
さ
ん
は
3
日
）
を
経
過

す
る
ま
で
は
集
団
生
活
は
避
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
外
出
も
避
け

て
、
ゆ
っ
く
り
療
養
し
て
く
だ
さ

い
。
感
染
力
が
強
い
の
で
何
か
と

話
題
に
な
り
ま
す
が
、
予
防
や

ホ
ー
ム
ケ
ア
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
基

本
的
に
普
通
の
風
邪
と
変
わ
り
ま

せ
ん
。
対
応
と
注
意
す
べ
き
点
を

知
っ
て
、
慌
て
ず
に
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
流
行
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

〈
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
：
知
っ
て
い
れ
ば
あ
わ
て
な
く
て
す
み
ま
す
〉

【
子
ど
も
の
健
康
相
談
室
】

内
海
病
院
小
児
科
山
本
真
由
美
先
生

　男女共同参画社会の推進には、社会全体が理
解を深めていくことが不可欠です。
　この女子力アップ塾は、様々な分野で活躍す
る方のエネルギーに共感を得ていただく勉強会
です。前回は、醤油ソムリエ・黒島慶子さんを
講師としてお招きし、醤油ソムリエや人と人を
繋げる仕事に関する講話を通じて故郷への思い
が語られました。

　次回は次のとおり行います。お気軽にお申し
込みください。
●と　き／1月24日㈰ 13時30分～15時
●ところ／中央公民館　3階講座室
●講　師／土庄町消防団女性消防隊
　　　　　隊長 濱本 祥代さん
●内　容／講話・グループ意見交換
●定　員／20人
●申込期限／1月22日㈮まで
●主　催／土庄町男女共同参画推進委員会
●申込・問い合わせ先／
　　　　　町役場住民環境課　人権推進室
　　　　　　　　　　　　 　　☎62-7015

人権推進室からのお知らせ

「女子力アップ塾」が開催されます

高　校　名
全 日 制 課 程

定時制課程
特進コース 普通コース

土 庄 高 校 20（±0） 80（－4） 40（±0）
小豆島高校 20（±0） 80（±0） 40（±0）

（　）は前年比
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野犬や野良猫を増やさない心得３か条 !!
　野犬は、知能や警戒心、敏捷性が高く捕獲器などを利用しても捕獲
することが困難で、捕獲できる数に限界があります。
　野犬や野良猫を増やさないためには、地域の協力が不可欠であり、“野
犬や野良猫を増やさない”という強い意識を持って取り組む必要があ
りますので、ご協力をお願いします。

【問い合わせ先】町役場住民環境課　　　☎62-7010
　　　　　　　 小豆総合事務所衛生課　☎62-1374

　野犬や野良猫に対して「かわいい」「かわいそ
う」という理由でえさを与える方がいますが、
絶対にえさを与えないでください。特に野犬は
子どもや老人を襲う可能性も考えられます。え
さを与えるが、その野犬や野良猫が犯した迷惑
について責任を負わないという無責任は許さ
れません。
　無責任なえさやりを行わないことはもちろ
ん、飼い犬や猫のえさの食べ残しを片付けるこ
と、生ごみを野犬や野良猫に食い荒らされない
ように管理することで、野犬や野良猫が簡単に
えさにありつけないようにしましょう。

　苦労して捕獲した野犬をかわいそうだからと捕
獲箱を開けて逃がす方がいます。野犬の危険性を無
視した無責任な行動は止めましょう。

　飼い犬や猫を最後まで責任を持って飼うことは
飼い主の義務ですが、やむを得ず飼うことができ
ない場合は、まずは自分で新しい飼い主を探して、
どうしてもだめなら保健所や役場に相談してくだ
さい。保健所で収容した動物についても、可能な限
り新しい飼い主を探す事業を実施しています。

①野犬や野良猫にえさを与えない！ ②捕獲した野犬を逃がさない！

③犬や猫を捨てない！

オリーブ園地品評会表彰式・
栽培管理のポイント講習会のご案内

狩猟講習会・免許試験のご案内

　オリーブの産地育成と生産技術向上のため、オ
リーブ生産者を応援します。お気軽にご参加くださ
い。
◆と　き／2月10日㈬　13時30分～14時30分
◆ところ／イマージュセンター　2階多目的ホール
　　　　　（小豆島町農村環境改善センター）
◆対象者／小豆地域でオリーブを栽培している方
◆内　容／オリーブ園地品評会表彰
　　　　　栽培のしおりによる管理のポイント講習
◆問い合わせ先／小豆島オリーブ振興協議会事務局
　　　　　　 （香川県小豆農業改良普及センター）
　　　　　　　　　　　　　　　　☎75-0145
　　　　　　　町役場農林水産課　☎62-7007

　旅費や受講料、受験料についての補助制度があり
ます。詳しくは、お問い合わせください。

～狩猟免許試験予備講習会～
◆と　き／2月20日㈯、21日㈰ 10時～16時
　　　　　 （2日間カリキュラム）
◆ところ／香川県農業協同組合中央地区営農センター　
　　　　　　（高松市下田井町367-1）
◆受講料／1種類　8,000円、2種類以上　9,000円
◆受付期間／1月28日㈭～2月15日㈪
◆申込先／ ( 一社 ) 香川県猟友会事務局
　　　　　　☎087-831-6920

～狩猟免許試験～
◆と　き／2月28日㈰
◆ところ／香川県庁　北館
◆試験種目／わな猟・第一種銃猟・第二種銃猟
◆受験料／1種類につき　5,200円（県証紙）
　※他の種類の狩猟免許の交付を受けている方は、

　1種類につき3,900円
◆受付期間／1月28日㈭～2月15日㈪
◆実施要領／町役場農林水産課で配布

【問い合わせ先】
　町役場農林水産課　☎62-7007

農林水産課からのお知らせ

住民環境課からのお知らせ
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やすらぎプラザ ☎62−1234

地域包括支援センターだより

保健センターだより

やすらぎプラザ ガイド

『認知症予防教室』を開催しました
今年度最後のがん検診です！

ヘルシー講座のご案内

　12月4日、スリーＡ予防デイサービス折り梅（静
岡市）の増田末知子所長を招いた『認知症予防教室』
を開催しました。スリーＡとは『あかるく　あたま
をつかって　あきらめない』の略です。

初期認知症は、年のせいだと放っておかないで！

　脳に刺激が少ないと、脳は萎縮をおこします。早
い時期に、積極的に脳を使うリハビリを行い、寂し
くなった心を癒すかかわりを行うことで、認知症を
食い止めます。

認知症を予防するために

①明るく楽しく過ごしましょう
　会話を増やしたり、趣味や家事、畑仕事など。
②頭と体を使いましょう
　会合などに外出したり、散歩や新聞の朗読、日記
　を書いたりしましょう。また、トランプやパズル
　などのゲームも効果的です。
　講演のあとは、参加者全員で認知症予防ゲー
ムを行いました。「間違っても大丈夫」と明るい
笑い声が会場内に響きました。皆さまも『あか
るく・あたまをつかって・あきらめない』生活
を続けましょう。

　1月1日から『土庄町認知症初期集中支援チーム』
がスタートしました。詳しくは、折込チラシをご覧
ください。

▶検 診 日／1月24日㈰
▶検診場所／やすらぎプラザ

※無料検診対象者および生活保護受給者は無料で
す。

※検診日の１週間前までにお申し込みください。
【申込・問い合わせ先】保健センター ☎62-1234

　健診などで「太り気味」「中性脂肪や血糖値が高
め」「血圧が高め」と言われていませんか？
　忙しい生活を送る中で、毎日の食事を簡単にすま
せていたり、脂肪の過剰摂取、野菜の摂取不足など、
栄養の偏りが見られるようになり、生活習慣病にな
りやすい人が増えてきています。
　食習慣について皆さんで話し合ってみませんか？
お友達・ご夫婦でのご参加お待ちしています。

※都合のよい日のみの参加も可能です。

▶ところ／やすらぎプラザ　3階調理室
▶対象者／40歳～74歳の方
▶定　員／20名程度（先着順）
　　　　※ただし、申し込み多数の場合は今年度特
　　　　　定健診を受けた方を優先します。
▶参加料／1月21日は無料
　　　　　2月18日、3月15日は300円
▶準備物／筆記用具、健康手帳（お持ちの方）
　　　　※2月18日、3月15日はエプロン・三角
　　　　　巾・手拭きタオル
▶申込方法／各回１週間前までに、保健センターへ
　　　　　　お申し込みください。
▶申込・問い合わせ先／保健センター
　　　　　　　　　　　　☎62-1234

次回の献血は1月27日㈬
小豆総合事務所　9:30～10:30
土庄町役場　　 14:30～16:30

※高松市丸亀町の献血ルームでは、成分献血や
200ml 献血を毎日受け付けています。血液の詳
しい検査も含まれていますので、ぜひ健康管理
のためにもご活用ください。

１月～２月は冬季献血推進運動期間

日　　時 テ　　ー　　マ 内　　容
1月21日㈭

13:15～15:00 今日からできる生活習慣病予防 講話
血圧、体脂肪測定

2月18日㈭
9:30～13:00 生活習慣病予防のための食事 講話、調理実習

血圧、体脂肪測定
3月15日㈫
9:30～13:00 みんなで考えよう健康生活 講話、調理実習

血圧、体脂肪測定

受付時間 対　象　者 料　　金

胃 が ん 8:30～
10:30

40歳以上で今年度まだ町
の胃がん・大腸がん検診を
受けていない方

1,400円

大腸がん 500円

子宮頸がん 13:45～
14:30

20歳以上の女性で今年度
と昨年度に町の子宮頸がん
検診を受けていない方

（2年に1回）

1,100円

乳 が ん 12:45～

40歳以上の女性で今年度
と昨年度に町の乳がん検診
を受けていない方

（2年に1回）

（40歳代）
2,100円

（50歳以上）
1,500円
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町役場企画課　☎62−7014

わだい Topics

　土庄町合併60周年記念事業として、NHK 高松放送局
との共催で「ラジオ深夜便のつどい」の公開収録が中
央公民館で開催されました。
　第１部の「明日へのことば講演会」では、俳優の石
倉三郎氏が幼少期に過ごした小豆島での体験や俳優を
志すきっかけとなった恩師の言葉などを紹介していた
だきました。
　また、第２部の「アンカーを囲むつどい」では、香
川県出身の松本一路氏と須磨佳津江氏による軽快な
トークで会場は大変盛り上がりました。
　今回の番組は、1月22日午後11時15分からラジオ第
1で、23日午前１時から NHK － FM で放送される予定
です。

　土庄町人権フェスタ2015がフレトピアホールで開催
され、約1,800名の方が参加しました。
　午前中は、町内の園児による「歌って踊るふれあい
タイム」や小・中学生、高校生による人権作文や人権
学習の発表が行われました。
　また、午後からは土庄高等学校による誠心樽太鼓と
書道パフォーマンスのコラボや、森口健司さんによる
講演のほか、中学生による「こころのつどい」が行われ、
生徒にとって自分の心を見
つめなおす場となり、町民
の方々に「支えあい・助け
あい・認めあう」人権の大
切さを考え、感じていただ
きました。

　1985年4月11日に土庄町合併30周年記念事業として
町役場の敷地内に埋められたタイムカプセルが30年ぶ
りに開封されました。
　タイムカプセルは、強化プラスチック製の直径約60
㎝の球体で、地中に埋められた後は『2015年のみなさ
まへ』と掘られた石碑が建てられていました。カプセ
ルの中には、当時の山脇利一町長や高橋茂議長のメッ
セージのほか、町の航空写真や広報紙、児童生徒の作文、
寄せ書きなど約90点が入っていました。
　カプセルに納められていた中身は、1月29日㈮まで
の平日8時30～17時15分に町役場1階ロビーにて公開
展示していますので、ぜひご覧ください。

　土庄町民生委員児童委員
の女性民生委員18名で構成
する「ひまわり会」が、社
会福祉功労者厚生労働大臣
表彰を受賞しました。
　ひまわり会は30年以上に

わたり、社会福祉施設でのボランティア活動を続けて
いるほか、10年ほど前からは赤ちゃんが生まれた世帯
に贈るお祝い人形の作成にも取り組んでいます。人形
は心を込めて手作りしており、訪問して手渡すことで
若い世代にも民生委員の存在を知ってもらう貴重な機
会となっています。これらの活動が地域福祉の推進に
貢献していると高く評価され今回の受賞となりました。

12/5　土庄町合併60周年記念「ラジオ深夜便のつどい」

11/28　土庄町人権フェスタ2015
～じぶんが好き なかまが好き ふるさとが好き～

12/10　土庄町合併60周年記念「タイムカプセル開封」

土庄町民生委員児童委員協議会ひまわり会
社会福祉功労者厚生労働大臣表彰受賞

Town  Topics

Town  Topics
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まちTopics の
■身近な出来事や話題など、皆さまからの情報をおまちしています。

　第23回土庄町音楽フェスティバルが中央公民館で開
催されました。
　この音楽フェスティバルは、町内の音楽活動団体の
発表の場の提供と交流を通じて文化活動の推進を図る
ために行われており、今年
は12組のグループが日頃の
練習の成果を披露しました。
　最後は、つめかけた約400
名の観客が一緒になって『赤
とんぼ』を大合唱しました。

　冬の冷たい空気の中、笠
滝を守る会の畑で、土庄小
学校1年生85名がじゃがい
も掘りの体験を行いました。
　この体験活動は、土庄町
地産地消推進協議会が主催
したもので、子どもたちは土の中からモコモコと出て
くる丸々と太ったじゃがいもを夢中になって掘ってい
ました。収穫されたじゃがいもは、12月の学校給食の
食材として美味しくいただきました。

　小豆島の冬の風物詩、第56回小豆島駅伝競走大会が
開催され、出場した35チームが吉ケ浦から坂手までの
18.85キロ、8区間で熱い戦いを繰り広げました。
　絶好のコンディションのなか開催された同大会では、
俳優の石倉三郎氏がスターターを務め、この日のため

にチーム一丸となって
厳しい練習を重ねてき
た各地区の代表選手
は、沿道の声援に後押
しされながら、力いっ
ぱいそれぞれの区間を
駆け抜けました。

　自由律俳人の尾崎放哉の出身地
である鳥取県から鳥取県俳句協会
理事の野田哲夫さんと石山ヨシエ
さんをお招きし、土庄小学校６年
生を対象に自由律俳句教室が開催
されました。
　子どもたちはそれぞれが個性あ
ふれる俳句を作り、その作った俳
句のうち、各自一番好きな句を選
ぶなどして俳句を鑑賞し、自由律
俳句に親しみました。
　また、放哉の母校、鳥取市立修立小学校６年生から
土庄小学校６年生へ、放哉句を通しての交流を呼びか
ける手紙が手渡されるというサプライズもありました。

　美しい風景と豊かな里山づくりに取り組んでいる屋
形崎地区の住民有志でつくる「屋形崎夕陽の丘継承会」
が、同地区で耕作放棄地の再生を目指し整備した段々
畑にアンズの苗木100本を植樹しました。
　段々畑は、県道土庄内海線沿いの北側にあり、2.5ヘ
クタール。かつては、アンズやさまざまな農作物が栽
培されていました。今後は、レモンの植樹やウッドデッ
キの設置など、美しい
夕陽が見えるスポット
として知られる同所を
住民や観光客の憩いの
場として提供すること
も検討されています。

【町内の功労賞受賞】
25回出場　　森本　康雅
10回出場　　畝木　完仁
　　　　　　 望月　章司
5回出場　 佐伯明日美

区間職人　　三木　真二

【区間賞】
1区　木村　永遠（四海A）
　　　　6分18秒

【 総合順位 】

12/13　第23回土庄町音楽フェスティバル 12/7 じゃがいも収穫体験

12/6　第56回小豆島駅伝競走大会

12/16　自由律俳句教室12/13　屋形崎夕陽の丘継承会植樹祭

Town  Topics

Town  Topics

優　勝 池 田Ａ
準優勝 苗 羽Ａ
3 位 安 田Ａ
4 位 淵 崎Ａ
5 位 土 庄Ａ
6 位 草 壁Ａ
7 位 苗 羽Ｂ
8 位 坂 手Ａ
9 位 大 鐸Ａ
10位 四 海 A
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午前 9 時〜午後 6 時
（水曜日は午後 7 時まで）

毎週月曜日、12日㈫、31日㈰休 館 日

開館時間
☎62−0273 書　　　　　名 著　 者

○おはなし会
　1月10日㈰、2月6日㈯　10時30分
　　「干支の本」
○みんなであそぼっ !!
　1月16日㈯　10時 
　　「どんな顔？こんな顔？」
○図書館の達人教室
　1月16日㈯、23日㈯、2月6日㈯　13時30分
　※1月30日の教室は、2月6日に変更となり
　　ました。
○古文書を読む会
　1月19日㈫、26日㈫
　2月2日㈫、9日㈫     9時30分
○英語教室
　1月20日㈬、2月3日㈬　10時
　　「人間喜劇」
○読書会
　1月23日㈯　10時
　　「おすすめの一冊」
○民話の語りとわらべ歌（淵崎公民館）
　1月24日㈰　13時30分
○映画会
　1月24日㈰　14時　
　　「劔岳」
○高松張り子展
　1月13日㈬～26日㈫
○香川県統計グラフコンクール小豆地区入賞作品展
　2月3日㈬～7日㈰

ラオスにいったい何があるというんですか？
透き通った風が吹いて
砂浜に坐り込んだ船
天平の女帝　孝謙称徳
タスキメシ
ユートピア
柳生武芸帳　上・下
天下人の茶
GOSICK  PINK
光のない海
モナドの領域
ヘブンメイカー
ロマンシエ
夕暮れの時間に
はぐれ長屋の用心棒　34
口入屋用心棒シリーズ　31・32
伏木商店街の不思議
谷崎潤一郎全集　17
交代寄合伊那衆異聞
円朝なぞ解きばなし
花咲小路二丁目の花乃子さん
草雲雀
吉原裏同心　23
魔法科高校の劣等生　1・2
愚物語
リクと白の王国
天井裏からどうぞよろしく　1
小説土佐堀川
いつまでも若いと思うなよ

村上　春樹
あさのあつこ
池澤　夏樹
玉岡かおる
額賀　　澪
湊　かなえ
五味　康祐
伊東　　潤
桜庭　一樹
白石　一文
筒井　康隆
恒川光太郎
原田　マハ
山田　太一
鳥 羽 　 亮
鈴木　英治
太田　忠司
谷崎潤一郎
佐伯　泰英
和田はつ子
小路　幸也
葉室　　麟
佐伯　泰英
佐島　　勤
西尾　維新
田口ランディ
くるひなた
古川智映子
橋本　　治

冬の親子自然観察会
★と　き／1月16日㈯ 9時30分～11時30分
★ところ／伝法川（土庄町上庄）
　　　　　集合場所：富丘八幡宮の駐車場
★内　容／伝法川沿いを散策しながら、水辺の
　　　　　鳥を観察します。
★持ち物／帽子、手袋、防寒着、水筒など
★定　員／30名程度
★参加料／一人100円（保険料として当日集金）
★申込期限／1月12日㈫　17時まで
★申込・問い合わせ先／
　　　　　　町教育委員会事務局　生涯学習課
　　　　　　　☎62－7013

～今年度も開催します！～ 古文書出前講座
　古文書は地域の歴史を物語る貴重な歴史遺産です。
　小豆島の歴史のみならず、我々の先祖がどのように暮
らし、何を感じ、どう考え行動したか、先人が大切に伝
えた文書を手掛かりに読み解きます。通史には出てこな
い、先人の営みについて感じ、考えてみませんか。
  今年度のテーマは、「江戸時代の小豆島の人々の暮らし
について」です。
◆と　き／①1月31日㈰　②2月13日㈯
　　　　　③2月27日㈯　④3月12日㈯
　　　　　⑤3月19日㈯　13時30分～15時30分
◆ところ／①③⑤ イマージュセンター
　　　　　②④　 土庄町立中央公民館
　※イマージュセンターは、新病院の工事に伴う国道工
　事のため、国道側進入路から入れなくなっています。
　お越しの際は、看板に従ってセンターの裏から入り、
　グラウンドに駐車してください。
◆講　師／浜近 仁史 先生（香川県立文書館資料調査委員）
◆資料代／300円
◆申込・問い合わせ先／町教育員会事務局　生涯学習課
　　　　　　　　　　　　☎62-7013
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今月の納税
町民税・県民税…第4期分
国民健康保険税…第4期分
後期高齢者医療保険料…第7期分

  納期限 ２月１日㈪

1月13日

　　20日

　　21日
　　22日

　　24日

　　26日
　　27日
　　28日

2月 4 日
1月12日

　　17日

　　23日・24日

　　28日

2月 6 日

◦いきいきヘルス教室
　　フレトピアホール
◦すこやかルーム
　（Ｈ27年11月生まれ）
◦助産師のほっと相談室
◦ヘルシー教室
◦子育て相談日
　（妊婦～子ども）
◦胃がん・大腸がん検診
◦乳がん検診（要予約）
◦子宮頸がん検診
◦こども相談（要予約）
◦いきいきヘルス教室
◦３歳児健診
　（Ｈ24年8月～10月生まれ）

◦２歳児歯科健診
　（Ｈ25年10月6日～12月生まれ）

◦甘酒料理教室
　　豊島公民館
◦親子ふれあいスポーツ大会
　　大部体育館

◦北浦地区文化展
　　北浦公民館
◦こけ玉作り教室
　　大部公民館
◦渕崎ふれあいまつり
　　中央公民館

◆ 相 談 案 内 ◆◆ やすらぎプラザ ◆

◆ 公　民　館 ◆

◆ 主 な 行 事 ◆

1月10日

　　17日

　　31日

2月 6 日・7 日

◦土庄町消防団出初式
　　フレトピアホール
◦土庄町成人式
　　中央公民館
◦尾崎放哉生誕記念行事『放哉講話』
　　中央図書館
◦土庄町ソフトバレーボール大会
　　フレトピアホール

◦近県中学校柔道錬成小豆島大会
　　フレトピアホール

1月14日

　　19日
　　21日

　　26日

2月 2 日

　 9 日
毎週水曜日

◦ベビーマッサージ教室
　（要予約）
◦リズムであそぼう
◦愛の園保育所園庭開放日

◦1月生まれ誕生会
　（要予約）
◦ピョ～ンと遊ぼうタイム

◦マリンバ＆音楽療法
◦絵本の読み聞かせ会
　（図書館職員）

◆ 子育て支援センター ◆

1 月 の 行 事 予 定 1月10日～2月9日

◦行政相談（町役場町民相談室）
1月14日㈭　13：30〜16：00

◦心配ごと相談および交通事故相談
　　　　　（総合福祉会館）

1月19日㈫　13：00〜15：00
2月 2 日㈫　13：00〜15：00

◦年金相談（豊島公民館）
1月22日㈮　11：00〜16：00

　　　　　　（中央公民館）
2月 3 日㈬　10：00〜15：00

◦人権相談（中央公民館）
2月 9 日㈫　10：00〜15：00

〈小豆総合事務所保健福祉課 ☎62-1373〉
◦思春期相談　※予約制

1月19日㈫　14：30〜16：10
◦家族相談　　※予約制

1月22日㈮　14：00〜15：30
◦こころの悩み相談　※予約制

2月 4 日㈭　14：30〜16：10

10：00

12：50

13：30

9：00

8：30

13：15

13：15
15：00
13：30

10：00
8：30

12：45
13：45
10：00
13：15

13：00

13：00

14：30

8：30

9：00

13：30

9：30

10：00
10：30

10：00

10：30

10：30
10：00
10：30

　糖尿病教室の日程が変更になりました。お間違えのないよ
うにお願いします。なお、参加は無料となっておりますので、
興味のある方はご参加ください。

【変更前】

【変更後】

◆開催場所／土庄中央病院　4階談話室
◆開催時間／14時～15時
◆問い合わせ先／土庄中央病院薬局　☎62-1211
　　　　　　　　　（平日8時30～17時15分）

　年齢を問わずに楽しみな
がら、誰でも気軽にプレー
できるソフトバレーボール。
ぜひご参加ください。
◆と　き／1月31日㈰　９時～
◆ところ／フレトピアホール
◆参加資格／町内に在住もしくは、勤務
　　　　　　されている方
　　　　　　 大会運営全般に協力できる
　　　　　　チーム
◆参加料／1チーム200円（保険料）
◆部　門／一般の部・女性の部
◆申込期限／1月26日㈫　17時まで
◆申込・問い合わせ先／
　町教育委員会事務局　生涯学習課 
　　☎62－7013

糖尿病教室の日程変更のお知らせ 第17回 土庄町民
ソフトバレーボール大会
参加チーム募集 !!

毎月19日は「かがわ食育の日」

野菜を食べましょう！

休日当番医のご案内
　医療 Net さぬき（http://www.qq.
pref.kagawa.jp）または各社新聞で
ご確認いただけます。
※一部変更される場合があります。

日　時 担　　当 内　　　　　　容
第 9 回 1月21日㈭ 栄養士 食事療法

第10回 2月18日㈭ 理学療法士
看護師

運動療法とフットケア
（足の手入れ）

第11回
( 最終回 ) 3月17日㈭ 看護師 日常生活の注意点

（低血糖、シックディなど）

日　時 担　　当 内　　　　　　容

第 9 回
( 最終回 )

1月21日㈭
14時～15時

栄養士 食事療法
理学療法士

看護師
運動療法とフットケア

（足の手入れ）

看護師 日常生活の注意点
（低血糖、シックディなど）
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　高齢者や障害者のあんしん
　相談会
　日常生活上の心配ごとや困り
ごとなど何でもご相談ください。
▶とき／1月16日㈯
　　　　13時30分～16時30分
　　　　（16時受付終了）
▶ところ／高松テルサ
　　（高松市屋島西町2366-1）
▶対象者／高齢者、障害者、その
　　　　　家族および関係者
▶相談料／無料（予約不要）
▶相談員／司法書士、社会福祉
　士、精神保健福祉士、日常生
　活自立支援事業専門員
▶問い合わせ先／香川県社会福
　祉協議会　☎087-861-8883

　司法書士無料相談会
▶とき／2月6日㈯　10時～15時
▶ところ／イマージュセンター
　（小豆島町農村環境改善センター）
▶相談内容／相続相談、登記相
　　　　　　 談（予約不要）
▶問い合わせ先／香川県司法書
　士会　☎087-821-5701

　小豆島無料法律相談会
　土庄町社会福祉協議会と小豆
島町社会福祉協議会が合同で、法
テラスの協力を得て、弁護士によ
る無料法律相談会を開催します。
▶とき／2月9日㈫　13時～16時
▶ところ／土庄町総合福祉会館
　　　　　小豆島町池田保健センター
▶受付期間／1月13日㈬～29日㈮
　9時～17時（土・日曜日は除く）
▶注意事項／
　①事前予約制です。
　②定員になり次第、受付は終
　　了。
　③法テラスが利用可能か確認
　　するため、収入などをお伺
　　いします。
▶合同申込・問い合わせ先／
　法テラス香川法律事務所

☎050-3383-5572

　瀬戸・高松広域連携中枢
　都市圏形成 記念講演会
　平成28年度から高松市が中心と
なり、3市5町（高松市、さぬき市、
東かがわ市、土庄町、小豆島町、
三木町、直島町、綾川町）で「連
携中枢都市圏」を形成することを
記念し、講演会を開催します。

▶とき／2月16日㈫（受付：13時～）
　　　　14時～15時30分
▶ところ／サンポート高松第1小ホール
▶内容／講演会（90分程度）
　　　　講師：北川　正恭 氏
　（早稲田大学名誉教授 早稲田
　大学マニフェスト研究所顧問）
▶参加料／無料
▶定員／100名（先着順）
▶申込期限／2月5日㈮まで
▶申込方法／氏名 ・ 電話番号 ・

所属団体などを記入の上、
FAX・Ｅメール、ハガキにて
お申し込みください。

▶申込・問い合わせ先／
　高松市市民政策局政策課
　「瀨戸・高松広域連携中枢都
　市圏」係
　〒760-8571高松市番町1-8-15

　☎087-839-2135
　FAX087-839-2125

　seisaku@city.takamatsu.lg.jp

　香川が新しいふるさと 移住促
　進について考えるセミナー
▶とき／1月17日㈰
　　　　13時30分～14時30分
▶ところ／サンポート高松第1小ホール
▶内容／基調講演、パネルディ
　　　　スカッションなど
　講師：高知県・れいほく田舎
　　　　暮らしネットワーク事
　　　　務局長　川村　幸司 氏
▶問い合わせ先／香川県地域活
　力推進課　☎087-832-3125

　若者応援宣言企業ミニ面接会
▶とき／1月29日㈮　10時～12時
▶ところ／ハローワーク土庄
▶参加予定事業所／
　若者応援宣言企業４社程度
※「若者応援宣言企業」は、35歳
　未満の若年層の採用意欲が高い優
　良事業所が宣言を行う厚生労働省
　の制度ですが、35歳以上の求職
　者を除外するものではありません。
▶問い合わせ先／ハローワーク土庄

☎62-1411

　土庄町社会福祉大会
▶とき／2月4日㈭　13時～
▶ところ／中央公民館
▶内容／式　典　13時～
　　　　講演会　14時～
　「小豆島中央病院を知ろう」
　講師：小豆島中央病院企業団
　　　　佐藤　清人 企業長
▶即売会／ひまわりの家、みくに園
▶問い合わせ先／土庄町社会福
　祉協議会　☎62-2700

　「国の教育ローン」のご案内
　「国の教育ローン」は、高校、
短大、大学、専修学校、各種学
校や外国の高校、大学などへの
入学時・在学中にかかる費用を
対象とした公的な融資制度です。
▶融資額／350万円以内
　　　（学生・生徒１人につき）
▶利率／年2.05％（固定金利）
　※平成27年11月10日現在
　※母子・父子家庭または世帯

　年収（所得）200万円（122
　万円）以内の方は年1.65％

▶返済期間／15年以内
　※交通遺児家庭、母子家庭または
　　 世帯年収（所得）200万円（122
　　 万円）以内の方は18年以内
▶問い合わせ先／
　教育ローンコールセンター
　☎0570-008656(ナビダイヤル)
　☎03-5321-8656

　高松法務局からのお知らせ
　登記事項証明書などの請求には、
オンライン手続きが便利です。請求
された証明書は、郵送のほか、最寄
りの登記所や法務局証明サービスセ
ンターで受け取りが可能です。
　ぜひ「登記・供託オンライン申
請 シ ス テ ム（http://www.touki-
kyoutaku-net.moj.go.jp）をご利用
ください。
◎窓口請求より安い！
◎自宅にいながら！
◎ Web ブラウザでかんたん！
　詳しくは、お問い合わせください。

【問い合わせ先】
　高松法務局民事行政調査官室

　☎087-821-6342

　香川労働局からのお知らせ
　香川県特定（産業別）最低賃
金が改正されました。
●冷凍調理食品製造業
　　時間給　750円
●はん用機械器具、生産用機械
　器具、業務用機械器具製造業
　　時間給　850円
●電子部品・デバイス・電子回
　路、電気機械器具、情報通信
　機械器具製造業
　　時間給　805円
●船舶製造・修理業 , 舶用機械
　製造業
　　時間給　860円
　詳しくは、お問い合わせください。

【問い合わせ先】
　香川労働局賃金室

　　☎087-811-8919

イ ベ ン ト

お 知 ら せ相　　　談
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町内の

町の町の 島の

小豆島

島の主要 島の

吉田ダム
殿川ダム
山田ダム

12月20日

1,290,000 ㎥
580,000 ㎥
194,000 ㎥

利水容量

1,284,500 ㎥
561,800 ㎥
194,000 ㎥

貯水量

99.6％
96.9％

100.0％

貯水率

殿川ダム
吉田ダム
豊　　島

観測地

区　分 12月1日 前月比 前年比 11月の動き
人　口

男
女

世帯数

12月1日
人　　口

男
女

世 帯 数

出 生
死 亡
転 入
転 出

7
15
14
38

13,841
6,446
7,395
6,062

小豆郡
28,769
13,521
15,248
12,660

土庄町
13,841

6,446
7,395
6,062

小豆島町
14,928

7,075
7,853
6,598

△32
△ 9
△23
△19

△252
△110
△142
△ 29

75 ミリ
125 ミリ

77 ミリ

12月1日～19日

41 ミリ
98 ミリ
48 ミリ

前年比

出動件数　44 件
搬送人員　40 人

町内の救急・火災概況（11 月分）

出火件数　　 0 件
焼損面積　　　0 ㎡

救　　急 火　　災 発生件数
死亡者数
負傷者数

区　分

2 件
0 人
2 人

11月

37 件
1 人

39 人

1月からの累計

※人口は「香川県人口移動調査」によるもので、10 月 1 日に実施した国勢調査の人口とは異なります。平成 27 年国勢調査に基づく人口は、確定値が公表されしだい掲載します。

Information

土庄町職員および
小豆地区広域行政事務組合の

職員を募集します
区　　　　分 技能労務職（甲）（正規職員）

①昭和35年4月2日から昭和61年4月1日までに生まれ
　た方
②銀行、クレジット・信販会社等において債権回収等の実務経験（違
　法な取立行為は除く）が平成27年3月末時点で通算で3年以上あ
　る者（臨時職員、アルバイト等の職務経験は除く）、または国税徴
　収官の職、自治体での債権徴収業務の職に1年以上あった方
③普通自動車運転免許を有する方

①職員採用試験申込書（所定のもの）
②職務経歴書
③最終卒業学校の卒業証明書（卒業証書写し可）

土庄町に勤務し、債権管理に関する業務に従事します。
募 集 人 数
職 務 内 容

申 込 書 類

申込書類請求開始日

申 込 期 間

試験日時・場所

採用予定年月日
申込・問い合わせ先

応 募 資 格
（各職とも日本国籍
を有し、地方公務員
法第 16 条に該当し
ないこと）

１名程度

別途通知
１月７日㈭

平成 28 年 4 月 1 日
 町役場企画課　☎62-7014

1 月 7 日㈭から 22 日㈮までの平日午前 9 時から午後 5 時まで
（郵送の場合は期間内必着）

技能労務職（嘱託職員）

①66歳未満の方（平成28年4月1日現在）
②銀行、クレジット・信販会社等において債権回収等の実
　務経験（違法な取立行為は除く）が平成27年3月末時点
　で通算で3年以上ある者（臨時職員、アルバイト等の職
　務経験は除く）、または国税徴収官の職、自治体での債
　権徴収業務の職に1年以上あった者
③普通自動車運転免許を有する者

①職員採用試験申込書（所定のもの）
②職務経歴書
③最終卒業学校の卒業証明書（卒業証書写し可）

１名程度

別途通知
１月７日㈭

平成 28 年 4 月 1 日
 町役場企画課　☎62-7014

1 月 7 日㈭から 22 日㈮までの平日午前 9 時から午後 5 時まで
（郵送の場合は期間内必着）

土庄町に勤務し、債権管理に関する業務に従事します。

区　　　　分 一般事務職員（臨時職員）

①申込書（所定のもの）
②履歴書（所定のもの）

①60歳未満の方
②普通自動車運転免許を有する方

募 集 人 数

申 込 書 類

申込書類請求開始日

申 込 期 間

試験日時・場所

採用予定年月日
申込・問い合わせ先

応 募 資 格
（各職とも日本国籍
を有し、地方公務員
法第 16 条に該当し
ないこと）

１名程度
リサイクルセンター作業職員（臨時職員）

①60歳未満の方（定年が60歳）
②高校を卒業した方または平成28年3
　月31日までに卒業見込みの方
③普通自動車運転免許を有する方また
　は採用予定日までに取得見込みの方

①申込書（所定のもの）
②履歴書（所定のもの）
③自動車運転免許証の写し
④最終卒業学校の卒業証明書または卒
　業見込証明書（卒業証書の写し可）

１　　名

2 月上旬頃（別途通知）
1 月 5 日㈫

平成 28 年 4 月 1 日
小豆地区広域行政事務組合事務局　☎62-6565

1 月 6 日㈬から 26 日㈫までの平日午前 9 時
から午後 5 時まで（郵送の場合は期間内必着）

別途通知
１月７日㈭

平成 28 年 4 月 1 日
町役場企画課　☎62-7014 町役場企画課　☎62-7014

1 月 7 日㈭から 22 日㈮までの平日午前 9 時
から午後 5 時まで（郵送の場合は期間内必着）

し尿処理施設職員（臨時職員）

①申込書（所定のもの）
②履歴書（所定のもの）

①60歳未満の方
②普通自動車運転免許を有する方

１　　名

別途通知
１月７日㈭

平成 28 年 3 月 1 日

1 月 7 日㈭から 22 日㈮までの平日午前 9 時
から午後 5 時まで（郵送の場合は期間内必着）
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　第36回瀬戸内海タートル・フルマラソン全国大会では、学
生ボランティアの皆さんにご協力いただきました。
　四海給水所では、流通科学大学（神戸市）の皆さんが、疲
れた表情のランナーを笑顔で迎え、スポーツ飲料などを手渡
し、元気づけていました。その中の一人、室谷さんは「初め
てマラソンのボランティアに参加して、今までマラソン＝ラ
ンナーというイメージだったが、ランナーだけでなく、スタッ
フやボランティアを含めた全員で大会を作り上げているのだ
と実感することができました。」と充実感に満ちた笑顔で語
られました。

表 紙 の 紹 介

総　　務　　課　☎62−7000
企　　画　　課　☎62−7014　少子化対策室　
　地域医療再生対策室　 
税　　務　　課　☎62−7001
住 民 環 境 課
　戸籍・住民票　☎62−7003
　衛 生・環 境　☎62−7010
　人 権 推 進 室　☎62−7015

福　　祉　　課　☎62−7002
商 工 観 光 課　☎62−7004
出　　納　　室　☎62−7005
　債 権 管 理 室　☎62−7016
建　　設　　課　☎62−7006
農 林 水 産 課　☎62−7007
水　　道　　課　☎62−7009
議 会 事 務 局　☎62−7011

健 康 増 進 課　☎62−1234
（やすらぎプラザ）
教育委員会事務局
教 育 総 務 課　☎62−7012
生 涯 学 習 課　☎62−7013
中 央 公 民 館　☎62−0238
大 鐸 公 民 館　☎62−0704
北 浦 公 民 館　☎65−2050
四 海 公 民 館　☎64−5050

豊 島 公 民 館　☎68−2050
大 部 公 民 館　☎67−2050
戸 形 公 民 館　☎62−0108
渕 崎 公 民 館　☎62−5990
土 庄 中 央 病 院　☎62−1211
中 央 図 書 館　☎62−0273
子育て支援センター　☎62−5990
総 合 福 祉 会 館　☎62−2700
フレトピアホール　☎62−7077

くらしのダイヤル ご用の際は直通ダイヤルへ
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喜
び
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
新
年

の
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

庭
先
で
は
、
初
春
の
光
を
浴

び
た
福
寿
草
が
可
憐
な
花
を
咲

か
せ
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
祝

福
す
る
か
の
よ
う
に
や
さ
し
く

微
笑
ん
で
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
土
庄
町
合
併

60
周
年
記
念
と
し
て
色
々
な
事

業
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
12
月

11
日
に
は
土
庄
町
合
併
30
周
年

記
念
事
業
と
し
て
埋
め
ら
れ
た

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
が
、
30
年
と

い
う
長
い
時
を
経
て
掘
り
起
こ

さ
れ
ま
し
た
。

　

掘
り
起
こ
さ
れ
た
カ
プ
セ
ル

か
ら
は
当
時
の
航
空
写
真
や
紙

幣
、
さ
ら
に
は
小
・
中
学
校
児

童
生
徒
の
図
画
や
作
文
が
、
思

い
出
と
と
も
に
色
あ
せ
る
こ
と

な
く
保
存
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
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ま
た
、
当
時
の
山
脇
町
長
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
は
「
30
年
後
、

わ
が
町
は
ど
の
よ
う
な
進
展
を

遂
げ
、
ど
ん
な
生
活
が
営
ま
れ

て
い
る
か
興
味
が
尽
き
ま
せ
ん

が
、
ど
う
か
豊
か
な
人
間
愛
に

満
ち
た
真
に
平
和
で
生
き
が
い

の
あ
る
社
会
が
築
か
れ
て
い
る

こ
と
を
願
い
ま
す
」
と
、
ま
ち

の
繁
栄
に
対
す
る
願
い
が
込
め

ら
れ
て
お
り
、「
こ
の
カ
プ
セ

ル
に
夢
と
希
望
を
託
し
、
わ
が

町
の
栄
光
あ
る
未
来
と
皆
さ
ま

の
限
り
な
い
幸
せ
を
祈
念
し
ま

す
」
と
、
満
30
歳
を
迎
え
た
青

年
期
の
ま
ち
か
ら
、
た
く
ま
し

く
成
長
発
展
し
た
30
年
後
の
還

暦
を
迎
え
る
壮
年
期
の
ま
ち
へ

の
エ
ー
ル
で
結
ば
れ
て
お
り
ま

し
た
。
先
達
か
ら
学
ん
だ
多
く

の
教
え
や
想
い
を
道
し
る
べ
に
、

５
年
先
、
10
年
先
の
土
庄
町
の

未
来
を
見
据
え
な
が
ら
、
希
望

に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
に
決
意

新
た
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

年
末
年
始
で
疲
れ
た
体
を
七

草
粥
で
癒
さ
れ
る
方
も
多
い
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

厳
し
い
寒
さ
は
続
き
ま
す
が
、

「
冬
来
た
り
な
ば
、
春
遠
か
ら

じ
。」
と
申
し
ま
す
よ
う
に
、
や

が
て
訪
れ
る
春
を
待
ち
わ
び
つ

つ
、
皆
様
の
本
年
の
ご
健
康
と

ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。
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環境にやさしい路線バスを利用しましょう！

流通科学大学 人間社会学部観光学科の皆さん
（左から） 孫　明淑さん、山本青空さん
　　　　　室谷有香さん、小泉翔太さん


